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風の子保育園　井上久実設計室

園児達にとって、保育園は第 2 の住まいです。一日の大
半を過ごすこの園内のどこにいても、伸び伸びと走り回り、
五感が刺激される遊びのある空間を目指しました。

この保育園は都市型の狭小保育園です。東淀川区の待機
児童を 0 にするために 120 人収容する必要があり、L 型の
変形敷地に目一杯建てて 4 階建てとなりました。

また、建物を近接した隣家に背を向けるように配置し、
敢えて道路に面する北側に園庭を作り、子供の声が道路に
抜けるようにしました。

これらの敷地の条件により、園庭が地上と屋上に 2 分さ
れたり、諸室が上下の階に分散しましたが、その代わり園
児が移動するというアクティビティが生まれました。遊び
の種類や目的ごとに園児が施設を移動し、4 階建てという
距離感が逆に建物の魅力になりました。

保育室の外側の廊下に広がりを持たせる事で、保育エリ
アを拡張させ、更にはガラス張りの階段までその領域を広
げています。三層吹抜けの光庭を囲む外廊下や階段はルー
プ状に配され、園児達が保育室を飛び出し元気に走り回る
様が、施設全体に微笑ましい活気を与えています。

撮影：冨田英次　第7回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
井上久実（いのうえくみ）
1967年 奈良県生まれ
1990年 大阪市立大学生活科学部

住居学科卒業
1990年 大林組建築設計部
2000年 井上久実設計室設立
2009年 第1回建築人賞受賞
　　　 （加美の山荘）

■建物データ
設　　計：井上久実設計室
施　　工：日本建設株式会社
所 在 地：大阪市東淀川区
用　　途：保育園
竣　　工：2013.10
構造規模：RC造4階建て
敷地面積：893.93㎡
建築面積：481.75㎡
延床面積：1444.37㎡
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か
問
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﹁
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﹂
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か
﹁
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﹂
と
思
う
か
で
、
次
に
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す
一
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大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

我
々
建
築
に
関
わ
る
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
問

題
の
少
子
高
齢
化
。
我
国
の
人
口
は
減
り
続
け
、

経
済
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縮
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、当
然
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設
活
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減
退
し
、﹁
も
う
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明
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萎
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し
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ア
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ま
せ
ん
。
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な
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て
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逆
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ザ
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駆
け
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描
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り
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ま
だ
﹂
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か
ら
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と
考
え
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と
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っ
た
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に
な
り
ま
す
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増
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ま
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と
ケ
ア
、
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ト
ッ
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と
し
て
の
空
き
家
問
題
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
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誘
引
す
る
歴
史
的
景
観
の
保
全
と
、
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
成

長
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略
と
し
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
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モ
デ
ル
を
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立

し
、
世
界
を
リ
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ド
す
る
チ
ャ
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前
向
き

に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
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災
害
に
対
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る
ス
タ
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に
も
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じ
こ
と
が
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え
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思
い
ま
す
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士
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﹁
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﹂
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テ
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。
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﹁
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﹂
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般
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と
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提
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ま
し
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。
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取
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。
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現
代
の
日
本
、そ
こ
に
建
築
が
あ
り
続
け
る
こ
と
が
ど
れ
だ

け
難
し
い
こ
と
な
の
か
。

　

大
阪
市
南
部
に
位
置
す
る
天
王
寺
。近
年
竣
工
し
た
超
高
層

ビ
ル
に
は
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、賑
わ
い
が
一
層
増
し
て
い
る
。足

元
に
は
古
い
住
宅
街
が
広
が
っ
て
お
り
、そ
の
一
角
に
心
の
拠
り
所

求
め
て
人
々
が
集
う﹁
日
本
基
督
教
団
南
大
阪
教
会
﹂が
あ
る
。

　

中
で
も
取
り
上
げ
た
い
の
は
塔
屋
部
分
で
、設
計
は
村
野
藤

吾
氏
が
渡
辺
節
事
務
所
時
代
に
担
当
し
た
。建
物
は
関
東
大

震
災
後
の
昭
和
三
年︵
一
九
二
八
年
︶に
建
て
ら
れ
、村
野
氏
は

ま
も
な
く
綿
業
会
館
を
完
成
さ
せ
た
。

　

当
時
、住
宅
街
に
建
つ
教
会
の
シ
ン
ボ
ル
は
斬
新
な
デ
ザ
イ

ン
で
あ
っ
た
が
、今
は
自
然
と
ま
ち
な
み
に
溶
け
込
ん
で
お
り
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
大
切
さ
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

都
市
部
で
ま
ち
が
変
わ
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
拒
む
こ
と
は

出
来
な
い
が
、時
に
人
は
そ
の
風
景
に
自
身
の
人
生
を
重
ね
、

心
象
風
景
を
生
み
出
す
。難
波
に
あ
っ
た
旧
新
歌
舞
伎
座
も

村
野
氏
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
っ
た
が
、現
在
建
替
え
中
で
、

今
後
ど
の
よ
う
な
風
景
が
出
来
上
が
る
の
か
楽
し
み
で
あ
る
一

方
、村
野
作
品
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ

る
。こ
の
建
物
は
、現
存
す
る
貴
重
な
作
品
と
し
て
、そ
の
ま
ち

な
み
と
風
景
を
し
っ
か
り
と
目
に
焼
き
付
け
て
お
き
た
い
。
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INFORMATION

②「落語」を登録有形文化財で楽しむ
寺西家で毎月、落語会を開演しています。三味
線や太鼓の囃子がはいる本格的な上方落語を
間近で楽しめます。
日時　10月24日（土）
　　　午後2時開演（1：30開場）
<10月・神無月席>
　1、動物園･･････桂　小留（小枝門下）
　2、高津の富････桂　文太（五代目文枝門下）
　3、鼓ケ滝･･････桂　文昇（五代目文枝門下）
　4、お楽しみ････桂　文太（五代目文枝門下）
入場料　当日1,800円　前売･会員1,500円

③「陶芸作品」を登録有形文化財
で楽しむ

寺西家で陶芸展を開演します。磁土や釉薬の
白さとは違う白色。時に白く、時にうす紅く発色
する白化粧土をいろんな形で使った陶芸を楽し
んでいただけます。
日時　11月1日（日）〜11月3日（火・祭日）
　　　10：00〜18：00（最終日17：00）
入場料　無料

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助
江戸時代の豪農屋敷の様子を今
に伝える登録文化財兒山家住宅に
おける地域活性化事業
10/17・11/8

場所　兒山家住宅
　　　堺市中区陶器北1404
最寄駅　南海高野線「北野田」駅

①狂言の会
兒山家住宅で狂言会を開催します。茂山あ
きら師のもとでお稽古を積む「竹の子会」会
員及び著名な狂言師による公演です。
日時　10月17日（土）
　　　13：00〜15：30（休憩有り）
開場　12：30
出演者　茂山あきら師　茂山童司師
　　　　増田浩紀師　「竹の子会」会員
定員　80名
参加費　無料

②焼板ワークショップ
杉板を焼くことで、防虫防水効果などを持つ外
壁材となる伝統工法である「焼板」を京都で町
家の改修を多数た手がけておられる大工・谷口
昇氏に指導していただきます。
日時　11月8日（日）　13：00〜16：00
講師　谷口昇（ほんまもんの会）
参加費　無料
持ち物・服装　軍手、お茶、熱に溶けにくい
　　　　　　 素材で動きやすい格好

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助金
地域活性化事業
登録文化財畑田家住宅の一般公
開と文学フォーラム「連歌の面白さ」
11/15

羽曳野市郡戸の旧家で、田の字型の主屋や長
屋門とそれに続く2棟の蔵や納屋などが明治時
代の屋敷構えの趣きをよく残している庄屋屋敷
の畑田家住宅を一般公開します。午後は、連歌
のお話を芥川賞受賞作家の高城修三氏から伺
います。
日時　11月15日（日）
　　　10：30〜12：00（一般公開） 
　　　13：30〜16：30（フォーラム）
会場　国の登録有形文化財「畑田家住宅」
　　　（羽曳野市郡戸470 Tel.072-955-410）
定員   先着40名
申込締切　10月30日
費用　無料

省エネ基準適合義務化に向けて

 
10月1日受付分より、省エネ適合状況を明示し
て省エネ法届出副本を返却します（非住宅の
新築、増築または改築を対象）。
詳細は、大阪府のHPをご覧ください。
大阪府住宅まちづくり部建築指導室
審査指導課 建築環境・設備グループ
Tel.06-6210-9725（直通）
http://www.pref.osaka.lg.jp/kenshi_
shinsa/setsubi_energysaving/index.html

違反建築防止週間
期間　平成27年10月15日（木）〜
　　　平成27年10月21日（水）

国土交通省及び各特定行政庁においては、建
築基準法令違反の建築物の是正及びその発
生予防に努めており、その一環として、全国一斉
に「違反建築防止週間」を定めて実施しており
ます。適切な工事監理が行われると共に、建築
基準法に定められた中間・完了検査を受検し、

欠陥のない適法な住宅を供給できるよう、建築
士の皆さんに大きな期待がよせられています。
大阪府住宅まちづくり部建築指導室建築安全
課のホームページもあわせてご覧ください。
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　建築安全課
　　　Tel.06-6941-0351 内線4326・6282
http://www.pref.osaka.jp/kenshi_anzen/
anzen_kaigi/campain.html

広域緊急交通路沿道建築物耐震
化促進事業、耐震診断等事業者説
明会（第５回）
11/5

大阪府の補助制度を受けて耐震診断を行う場
合、耐震診断受託者、耐震診断実施者は法律
の要件に加えて、本説明会の受講が必要です。
日時　11月5日（木）　10：00〜11：45
会場　大阪府咲洲庁舎咲洲ホール
　　　（咲洲庁舎2階）
　　　大阪市住之江区南港北1-14-16
定員　100名（定員に達し次第締切）
参加費　無料
申込期限　10月30日（金）18：00まで
詳細は大阪府のHPをご覧下さい。
http://www.pref.osaka.lg.jp/kenshi_kikaku/
kikaku_bousai/jigyousha-setumeikai.html
問合　大阪府住宅まちづくり部
　　　建築防災課耐震グループ　
　　　Tel.06-6941-0351（内線4321）

百舌鳥古墳群周辺地域における建
築物の高さや形態意匠、屋外広告
物に関する新たな制限について

堺市では、世界文化遺産登録をめざす百舌鳥
古墳群の周辺地域において、古墳群と調和し
たまちなみの形成に向け、平成28年1月から、
建築物の高さ・形態意匠、屋外広告物に関し、
新たな制限を適用します。
詳細は、堺市ホームページをご覧ください。
問合　堺市都市景観室
　　　Tel.072-228-7432
http://www.city.sakai.lg.jp/shisei/toshi/
toshikeikan/mozukofungun-keikan.html

木質化から考える日仏の都市と建築
10/9　CPD3単位（予定）

木質化に関して第一線で活躍されているゲスト
の皆様から直接学び、フランスと日本との違い
など意見を交え、これからの日仏の木質化の在
り方を探ります。

共催　（公社）日本建築家協会近畿支部・
　　　日仏工業技術会・在日フランス大使館
日時　10月9日（金）　14：15〜17：30
　　　13：30〜館内自由見学・受付
　　　（見学はシンポジウム参加者対象）
会場　大阪木材仲買会館
　　　大阪市西区南堀江4 -18-10
参加費　1,000円
定員　80名（先着順）
基調講演およびディスカッション

パトリック・モリニエ（フランス木材研究
所）・白波瀬智幸（竹中工務店・大阪木材仲
買会館設計者）・三宅理一他3名

申込・問合（要申込）
（公社）日本建築家協会近畿支部
E-mail:jia@bc.wakwak.com
Tel.06-6229-3371 Fax.06-6229-3374

（詳細は近畿支部ホームページまで）

幻燈で見る懐かしい近現代建築と
しての旧遊郭建築1
10/17

都市資産として注目されている各地の遊郭建築
を見ます。
日時　10月17日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
　　　（南海高野線北野田駅前）
講師　明治建築研究会　代表 柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

立命館大阪いばらきキャンパス見
学会
11/14　CPD2単位

立命館大学大阪いばらきキャンパスの見学会
です。同キャンパスは2015年春に開学した学
舎・図書館・体育館・食堂、1,000名収容のホー
ルを有した2学部4研究科、約6000名の新設
キャンパスです。
日時　11月14日（土）
　　　14：00〜16：00（予定）
受付　13：30〜
講師　及川清昭・武田史朗（立命館大学）、
　　　長谷川淳（竹中工務店）
集合　現地（参加証に地図記載）
最寄駅　JR茨木駅、阪急南茨木駅
定員　40名（日本建築協会会員優先・先着順）
参加費　一般2,000円
締切　11月2日（月）
問合・申込　（一社）日本建築協会
　　　　　 Tel.06-6946-6981
http://www.aaj.or.jp/

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ

Others
その他のお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

受講料　会員12,000円　会員外17,000円
　　　　（テキスト代・登録料含む）

相談アドバイザーと考える
失敗例から学ぶ!リフォームの進め方!!
無料セミナー
11/7

大阪府建築士会の無料電話相談に寄せられるリ
フォーム相談例は、工事後のトラブル相談が絶え
ません。そこで過去に起こった事例を紹介して、トラ
ブルにならないよう心構えを持っていただきます。
日時　11月7日（土）　　
　　　セミナー　15：00〜16：30
　　　個別相談会　16：30〜17：30
会場　大阪市立住まい情報センター3階ホール
講師　津村泰夫（本会建築相談分科会理事）
参加費　無料　定員　100名（申込み先着順）
申込締切　10月29日（木）

建築士の会 やお・かしわら
建築士の会 東大阪
わくわく探検（駅前シリーズ）第15弾
JR大和路線高井田駅〜近鉄大阪
線国分駅周辺散策

（問屋場亭「コミュニティスペースに活用された
古民家」見学）
11/21

今回は、JR大和路線高井田駅から近鉄大阪
線国分駅周辺を散策します。
おとなの社会見学は古民家を交流の場として活
用された「問屋場亭」を見学させていただきます。
日程　11月21日（土）
集合　JR大和路線高井田駅改札口
解散　問屋場亭(最寄駅近鉄大阪線国分駅)
スケジュール
　9：00　受付開始　9：15　散策出発
　12：30　クイズの解答、賞品授与
　13：00　解散
募集　30名（申し込み先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,000円
※参加証は実施1週間前に出状します。

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助
大正末に建てられた町家の登録有形文
化財寺西家における地域活性化事業
10/16〜10/17・10/24・11/1〜11/3

場所　登録有形文化財寺西家
　　　Tel.06-6624-7618
　　　大阪市阿倍野区阪南町1-50-25
最寄駅　地下鉄御堂筋線　昭和町駅下車
　　　　徒歩1分
　　　　4番出口すぐ右折れ一つ目辻右折れスグ

①「手づくり作品」を登録有形文化
財で楽しむ

地域の婦人が手芸のプロの先生の指導のも
とに製作した作品展示で地域の活性化につな
がっています。
日時　10月16日（金）〜10月17日（土）
　　　10：00〜16：00
入場料　無料

定員　150名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

平成27年度建築士定期講習
1/28、2/24、3/24
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
24年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程
　1/28（木）  定員300名 会場コード5C-53
　2/24（水）  定員300名 会場コード5C-04
　3/24（木）  定員300名 会場コード5C-54
時間　9：30〜17：30
会場　大阪国際会議場
最寄駅　京阪中之島線中之島駅下車
申込締切日（申込書必着）
　1/28（木）講習：12/25（金）
　2/24（水）講習：1/20（水）
　3/24（木）講習：2/26（金）
※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

「高槻まちあるき〜たかつきマチヤ
テラス〜」のご案内
10/17　CPD3単位

高槻市の「マチヤ・テラス」活動を中心とした城
下町高槻の歴史の面影を再発見し、町家やま
ちなみの見学とまちあるきを行います。
日時　10月17日（土）　集合 13：30〜
　　　16：30〜 駅付近にて懇親会を予定。
集合場所　阪急高槻市駅　改札口出口
募集定員　約20名
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　（懇親会費別）
※参加証は実施1週間前に出状予定です。

国土交通省「インスペクターガイドライン」準拠
建築士会インスペクター養成講座
10/20　CPD5単位

中古住宅の流通を活性化して、空き屋減少に
つながることが期待できるインスペクション（住
宅診断）について、国のガイドラインに基づき解
説します。本講座修了者は、建築士会インスペ
クターとして登録され、建築士会ホームページに
掲載します。
日時　10月20日（火）　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　100名（定員になり次第締切）

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

受講料全額補助（会員会場受付先着500名）
大阪府住宅省エネルギー設計技術
講習会
10/16〜28.1/26　CPD各6単位

国土交通省が2020年までにすべての新築住
宅を対象に適合の義務付けを決定した新省エ
ネ基準に先がけて、設計者に省エネ技術の習
得をしていただく講習会です。
※建築士会会員は会場受付先着500名の受

講料を本会が全額補助します。
日程　下記の日程で実施します。　
　　　10/16・10/27・11/20・12/2・12/15・
　　　1/15・ 1/26
時間　9：45〜16：45（各回共）  
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　各回120名
受講料　会員 本会が補助（会場受付先着500名）
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
申込　専用のWEBからお申込みください。
　　　　省エネ講習会　検索

※開催エリア「大阪」の設計者講習会
の中から選択して下さい。

被災地に臨む応急危険度判定士
のための技術研修会
11/29　CPD2単位（第1部のみ予定）

本研修会では、第1部で兵庫県立大学防災教
育研究センター長の室﨑益輝氏による最新の
防災技術情報の紹介と、大阪府担当者による
最新の判定士参集マニュアルの説明を行いま
す。また、第2部の交流会におきましては、大規
模災害時の円滑な活動に備え、判定士の交流
と絆を深めます。
日程　11月29日（日）
時間　第1部15：00〜17：35
　　　第2部17：40〜18：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
内容　第1部研修会
　　　①減災の考え方と応急危険度判定
　　　　講師　室﨑益輝氏（兵庫県立大学
　　　　　　　防災教育研究センター長）
　　　②判定士参集マニュアルの説明
　　　　説明者　大阪府建築防災課担当者
　　　③判定士連絡体制の説明
　　　　説明者　本会担当者
　　　第2部交流会
定員　150名（定員になり次第締切）
※どなたでも受講できます。
参加費　第1部研修会費2,000円（資料代含む）
　　　　第2部交流会費1,500円（ビール・軽食付）

平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
12/8・2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講
習は、国土交通大臣登録講習ではありません。
耐震改修促進法により耐震診断が義務付けら
れた建築物の耐震診断は、日本建築防災協会
が実施する登録講習を受講修了する必要があ
ります。）
日程　①12月8日（火）
　　　②平成28年2月9日（火）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町4丁目」下車
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造
　　　　　　住宅の耐震診断と補強方法）

大阪府知事指定講習
平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/19　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。
日時　平成28年1月19日（火）
　　　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 8/25 国土交通省中央建築士審査会　
 8/29 第 1 回ヘリテージ講習会挨拶　
 8/31 堺市長面談
9/ 3  門真市副市長面談
9/ 4  高槻市長面談

 9/11 守口市都市整備部長面談
 9/12 滋賀県建築士会ヘリテージ講習会
  開講式
 9/17 交野市長面談

ビジョン策定委員会では、短期・中長期
的な視点での本会ビジョンの策定と、そ
の達成を目指す具体的な活動方針を併せ
て議論し、その結果を答申書に取りまと
めてこのほど会長に答申を行うとともに
9 月度の理事会に諮り承認を得ました。
本誌 8ページに答申内容を掲載して会員
の皆様にご報告するとともに、ビジョン
達成に向けてご協力、ご支援いただきま
すようお願い致します。
また、本会の案内書にビジョンの内容や

「インスペクター」、「ヘリテージ」など
の新規事業の活動を反映させるために案
内書の改訂を行いました。
新しい案内書は本月号に同封しておりま
すので、会員の皆様の周辺の関係者の
方々にも、本会の活動のご紹介をお願い
致します。

平成 27 年の二級建築士「設計製図の試
験」が、9 月 13 日（日）に知事施行試

験として全国で実施されました。
大阪では本会が実施運営を担当し、大阪
府立大学中百舌鳥キャンパスにおいて、
監理員 40 名体制で受験者を 13 教室に分
けて、厳正かつ公正な運営管理の下で実
施しました。
受験者数は全国で 9,456 名、大阪では
717 名と昨年と比べ、全国で 1,117 名、
大阪で 16 名減少しました。なお、今年
の設計課題は「3 階に住宅のある貸店舗

（乳幼児用雑貨店）RC 造 3 階建」でした。
10 月 11 日（日）には同大学で一級・木
造建築士の設計製図試験を行います。

鑑定業務支援分科会は、9 月 7 日に大阪
弁護士会の弁護士 8 名と、本分科会が行
う鑑定業務についての意見交換を行いま
した。
当分科会の目指す「鑑定や調査報告書の
あり方」について、質の高い鑑定・調査
報告書を作成するために、建築士会内で
査読（評価）をする委員会を作ることを
考えていることや、建築士会と弁護士会
と連携しながらバランスの取れた活動を
目指していることなどを説明しました。
弁護士会からはこれらの活動についての
意見のほか、建築紛争経験の少ない弁護
士への建築士紹介、建築士の技術的見解
に対するセカンドオピニオン機能のあり
かたなどについて活発な意見交換が行わ
れました。
出席委員からは、「偏った意見を減らす
ような分科会活動を行なうべき」「感想
文が中心の報告書を改めるべき」「査読
は責任の所在を明確にさせることが重
要」「信用性を向上させるために、査読
のガイドラインが必要」などの発言があ
り、弁護士会との意見交換は、今後も定
期的に継続することとしました。

阪神淡路大震災の死因の約 3/4は住宅の
下敷きによる圧死であったということを

踏まえ、遅れている既存木造住宅の耐震
化に本会委員が直接取り組むため、平成
24 年度に耐震部会を設置しました。
建築士会には設計の他、施工を業務とす
る建築士が所属していることから、耐震
部会では住民に対する耐震化の啓発をは
じめとして、耐震の相談、診断、補強設
計、補強工事まで、耐震関連業務を一貫
して行っております。
耐震部会は設立して 3 年余りですが現在
の委員数は 70 名を超え、「大阪府まちま
るごと耐震化支援事業」の事業者として
登録するなど公的機関と連携し、今年度
はこれまで約 80 件の耐震診断を実施し、
市町村等からの依頼により地元自治会等
に出向いての耐震セミナーや耐震相談会
の開催、木造住宅耐震改修マニュアル補
強詳細図の作成など幅広い活動を行って
おります。
また、耐震部会では委員が実施した業務
内容を監修して一定の業務水準の確保を
図るとともに、行政担当官、耐震部材や
耐震ソフトメーカーの技術者など関連す
る多方面の方を講師に招いて定期的に勉
強会を行い、委員のスキル向上と信頼性
の高い業務の実施に努めています。

日本建築士連合会は、新国立競技場を白
紙に戻し見直すとされたことを受け、8
月 25 日に競技場の屋根構造の木造化を
国に提案しました。
提言書では、デザイン上重要な構成要素
である屋根に木を使用することは、【再
検討に当たっての基本的考え方】に示さ
れている「日本らしさに配慮」「地球環
境を十分考慮」に合致し、わが国の木の
文化を世界に向け発信するとともに、地
方の木材産業の活性化にも寄与するとし
ています。

動静レポート

会長動静

本会ビジョンの策定と案内書への反映

運営委員会

二級建築士「設計製図試験」の実施

運営委員会

鑑定分科会と弁護士会の意見交換

社会貢献委員会

耐震部会の木造住宅耐震化の取組み

社会貢献委員会

新国立競技場に「木造屋根」の提案

日本建築士会連合会

竹山修身堺市長

北村和仁門真副市長

濱田剛史高槻市長

黒田　実交野市長
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このマップを片手に、夕陽丘の新しいま
ちあるきを楽しんでいただき、夕陽丘の
景観の魅力をさらにどう高めていけばよ
いか、ご一緒に考えて頂くと幸いです。

口縄坂スケッチ

まち歩き

る、まちあるきマップを発刊する運びと
なりました。
このマップの特徴としては、緑が残り坂
道から夕陽が美しく見える夕陽丘の魅力
の他に、知られていない多くの素晴らし
いスポットを紹介しました。
例えば、高台にある清水寺の霊園から
は、大阪が 360 度パノラマで驚くほど見
渡せ、デートスポットの穴場であること。
愛染さんにある桃山時代の遺構・多宝塔
は、全国有数の大きさで、まちあるきの
際に見る角度によって美しい遠景や近景
を見せ楽しませてくれることなどです。
二つ目の特徴として、建築士の目線か
ら、例えば口縄坂の竹を模した手摺に関
して「景観上デザイン過剰かそうでない
かを、皆さんも触って見てお考えくださ
い。」と景観への問いかけをしています。

本会女性分科会のメンバーが講師にな
り、小学校 6 年生を対象に「強い建物に
ついて学ぼう」という特別授業を大阪市
内の公立小学校において行いました。
はじめに「建築士とは」というお話をし、
次にパワーポイントを使いながら「大切
な家の話」という講義を行いました。
その中で「実際の地震が起こったら家具
はどんな動きをするのか」を動画で見せ
ました。すると、家具の倒れる様子に子
どもたちからは驚きの声が上がりまし
た。そして地震に耐える家にするには一
体何が必要なのかを理解してもらうため
に、木造の骨組や筋かいの大切さをわか
りやすく説明しました。
このような強い家を作るのは建築士の仕
事なんだということを子どもたちは理解
し、また今すぐに自分たちで出来る家具
の固定方法などの身近な工夫について
も、興味深く熱心に聞いていました。

まちづくり分科会では、景観整備機構の
活動の一環として、市民と建築士が協働
してまちの景観を育み高めていく取組み

（講演会・景観写真コンクール・景観ま
ちあるき等）を今まで行なっています。
最近では、地域の特長ある景観をまちづ
くりに活かす能力をもった人材育成が重
要と考え、景観まちづくりに関心のある
建築士・学生や地域の担い手を対象に
景観まちづくり育成講座（17コマ構成、
26 年 3 月に修了）を実施しました。
本講座では、まち歩きとワークショップ
を組み合わせた市民公開プログラムを導
入し、夕陽丘の見どころを一般参加者と
建築士の計 20 名がまち歩きを行い、景
観まちづくりに活用できる景観資源「18
景」を選びました。
そして講座後、その成果を取りまとめ、
夕陽丘の景観の見どころについて解説す

Topics

後半はいよいよストローハウス作りで
す。最初はストローとクリップで何が出
来るかなと、子どもたちは思っていたよ
うでしたが、説明を聞きながら一生懸命
手を動かし、2 階建ての家が完成しまし
た。作る過程で斜め材がないと建物が自
立しないこともわかり、筋かいの大切さ
も感じてもらうことができました。自分
で作ったストローハウスを家に持ち帰っ
て、家族みんなで防災や建築士の話をし
てもらえたら嬉しいです。
子どもたちからのアンケートでは『スト
ローハウスを建てるのがとても楽しく、
家のしくみがわかったのでよかった。』

『クリップとストローだけで、ストロー
ハウスができたのですごかった。建物に
ついてもっと学びたい。』『家にもってか
えったら、親に言いたい。』『私も建築家
になりたい。』などの嬉しい感想をたく
さん頂きました。

私達も小学生から学ぶ事が多くあり、住
育の一環としてこれからも継続して活動
していきたいと思います。

「いのちを守る住まいづくり」〜こども住まいラボ〜プロジェクト第 2 弾
小学生に向けての特別授業
日程：平成 27 年９月７日（月）　 大阪市内の公立小学校　６年生　31 名　　　　　　　　　　　　　　　 西野智子（女性分科会委員）

夕陽丘まちあるき・みどころマップについて
〜大阪・夕陽丘地区の景観の魅力をまちあるきで満喫しませんか〜

 北野幹夫（理事）
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本年 4 月に「ビジョン検討委員会」を設置し、短期・中長期的な視点での本会ビジョンの策定と、その達成を目指す活動方針を併

せて議論して下記の答申書をとりまとめましたので、会員の皆様にご報告するとともに、ビジョン達成に向けてご協力、ご支援いた

だきますようお願い申し上げます。 

 

本会ビジョン策定 答申書 

公益社団法人 大阪府建築士会 

理事会承認平成 27 年 9 月 16 日 

 

本会の目的である「建築士の品位の保持並びに建築物の災害等から府民の生命及び財産の保護、建築物

に係る府民の利益の擁護及び増進並びに建築文化の振興を図り、社会に貢献すること」を目指して、法人運営は社

会的変化に即した建築士及び府民ニーズを踏まえて変容していかなければならない。 

また、本会の根幹的な問題として抱える会員減少傾向を直視したうえで、役員・委員が率先して法人発展のための

将来志向をもって、会勢が滞らないように牽引しなければならない。 

本会の魅力向上と広報強化による会員増強のための方策を推進することはもとより、諸活動の活性化を促すことに

よる法人の存在感を社会に対してアピールすることが重要であることに着目して、これまでの実績に基づき継続してい

く活動と今後取り組むべき活動をもって中長期的なビジョンを策定する。 

 

本会ビジョン 建築からソーシャルデザインへ ～多様な人材と絆で社会に貢献～ 

 

（１） 建築士会の認知度を高め、建築士及び府民・学生並びに社会に対して存在感を示す。 

① 会員建築士による社会貢献活動の促進を図る。 

② 地方公共団体の首長との懇談、消費者団体との意見交換、報道記者会見、友好団体との交流等のあらゆる

機会をとらえて積極的に本会活動を広報する。 

③ 公職等への会員建築士の派遣・推薦協力の促進をはじめ、行政への協力や諸団体・組織との連携を強化

して対外活動の内容の充実及び種類や範囲を拡大する。 

④ 建築士や府民・学生等に本会活動をアピールするために、報道機関への広報活動及び広報手法の工夫と

充実を図る。 

⑤ 建築に関する社会的課題解決に向けた取り組みについて、その成果を積極的に新聞報道、講習会・雑誌

発表等に情報提供することにより社会に周知する。 

 

（２） 全会員参加型の活動体制を目指して、事業活性化と会員増強を図る。 

① 将来の本会の核となる若年層や女性層の人材育成に向けて、発掘・入会を図る。 

② 表彰制度や青年事業等の若年層が感心を寄せる事業の充実や、職種別・年代別などのニーズに応えた企

画を立案し、集客を高める独自性をもって実施する。 

③ 全会員の応急危険度判定士登録を目指して有事に備える。 

④ 耐震診断・耐震改修・ヘリテージ・インスペクション・鑑定等の業務、マンション維持管理支援、応急危険度

判定士活動等を地域活動として捉え、地元行政職員と地元会員建築士が連携できる地域密着型の体制を

築き、若手やシニア等世代を超えた地元会員に対して多くの参加を呼び掛ける。 

⑤ 行政等からの受託事業及び行政や連合会等との提携事業は、全て前向きに取り組み実行に繋げる。 

⑥ 本会の諸活動状況をはじめとする建築情報を適確かつ迅速に全会員に提供できるように会報誌の充実を

促進する。また、広報強化により本会活動への会員参加の促進に繋げる。 

⑦ CPD、専攻建築士の登録制度や応急危険度判定、耐震診断、インスペクター、ヘリテージマネージャーの

認定制度を推進し、建築士が府民の信頼を得て実務として活躍できる基盤を作る。 

⑧ 定期講習、監理技術者講習、耐震診断講習等の実務直結講習を充実する。 

⑨ 助成金の活用や企業協賛が得られる社会性の高い事業を実施して経費を軽減する。 

⑩ 民間企業や他団体の類似企画及び費用対効果が低い事業は勇気を持って撤退する。 
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

今
年
九
月
初
旬
、
大
阪
市
吹
田
市
に
位
置
す
る

広
大
な
万
国
博
記
念
公
園
の
一
角
に
あ
る
鉄
鋼
館

︵
現
・EX

PO
'70

パ
ビ
リ
オ
ン
︶
を
初
め
て
見
学

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
秋
に
、﹁
生
き
た
建
築

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
阪
二
〇
一
五
﹂

と
い
う
建
築
を
一
斉
に
特
別
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
見
学
会
の
講
師
を
依
頼
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
建
物
は
、
一
九
七
〇
年
に
、﹁
人
類
の
進
歩

と
調
和
﹂
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
日
本
万
国
博

覧
会
の
展
示
館
の
一
つ
で
あ
り
、
会
期
終
了
後
も

公
共
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、

日
本
鉄
鋼
連
盟
が
建
設
し
た
。
私
事
な
が
ら
、
中

学
校
に
入
学
す
る
年
に
催
さ
れ
た
万
博
に
は
、
心

躍
ら
せ
て
出
掛
け
た
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
当

時
の
お
目
当
て
は
、
ア
ポ
ロ
計
画
で
地
球
へ
と
持

ち
帰
ら
れ
た
﹁
月
の
石
﹂
を
展
示
し
た
空
気
膜
構

造
の
ア
メ
リ
カ
館
と
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
偉
容
を

誇
っ
た
ソ
ビ
エ
ト
館
、そ
し
て
、岡
本
太
郎
の
﹁
太

陽
の
塔
﹂
と
そ
れ
を
覆
う
大
屋
根
の
お
祭
り
広
場

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
メ
イ
ン
会
場
か
ら
遠
く
離

れ
た
鉄
鋼
館
に
は
、
と
て
も
立
ち
寄
る
余
裕
は
な

か
っ
た
。
入
口
ゲ
ー
ト
か
ら
目
指
す
パ
ビ
リ
オ
ン

へ
直
行
し
、
も
ま
れ
な
が
ら
長
蛇
の
列
に
並
ん
だ

記
憶
だ
け
が
今
も
鮮
明
に
残
る
。
万
博
と
は
何
を

残
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら

四
五
年
が
経
過
し
た
夢
の
跡
地
を
訪
れ
た
。

　

東
側
に
広
が
る
芝
生
の
広
場
に
面
し
て
、
想
像

し
て
い
た
以
上
に
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
荒
々

し
い
外
壁
面
が
見
え
て
く
る
。
一
面
に
ツ
タ
が
生
い

茂
り
、
独
特
の
存
在
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
正

面
に
回
る
と
、
赤
錆
び
た
耐
候
性
の
Ｈ
型
鋼
の
フ

レ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
エ
の
大
き
な
ガ
ラ

ス
面
に
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
類
が
貼
ら
れ
、
当
時
の

華
や
か
な
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
鉄
鋼
館
は
、

会
期
終
了
後
に
大
阪
府
へ
寄
贈
さ
れ
、
公
共
施
設

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。し
か
し
、

交
通
の
便
も
悪
く
、
実
験
劇
場
と
い
う
特
異
な
性

格
も
災
い
し
た
の
か
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
閉
鎖
状
態
が
長
く
続
い
て
い
た
。
取
り
壊
し
の

計
画
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年

三
月
に
万
博
の
記
念
館
と
し
て
公
開
が
始
ま
り
、

二
〇
一
四
年
三
月
か
ら
は
、内
部
の
様
子
を
紹
介
し
、

当
時
の
資
料
や
写
真
、
映
像
を
展
示
す
る
常
設
展

示
室
を
設
け
て
、
充
実
が
図
ら
れ
た
。

　
﹁
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ア
タ
ー
﹂
と
呼
ば
れ
た
こ
の

実
験
劇
場
は
、
大
原
総
一
郎
が
提
唱
し
た
立
体
音

楽
堂
の
構
想
を
受
け
継
ぐ
形
で
、
前
川
國
男
が
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
、
企
画
を
推
し
進
め

た
と
い
う
。
前
川
は
、
作
曲
家
の
武
満
徹
と
演
出

家
の
千
田
是
也
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
音
楽
堂

を
主
体
と
し
た
多
目
的
円
形
劇
場
の
計
画
を
ま
と

め
上
げ
る
。
こ
う
し
て
、
約
一
〇
〇
〇
人
を
収
容

し
、
直
径
八
ｍ
の
迫
り
と
回
り
舞
台
を
持
ち
、
可

動
の
客
席
を
配
し
た
ア
リ
ー
ナ
型
の
ユ
ニ
ー
ク
な

ホ
ー
ル
が
誕
生
す
る
。
天
井
、
壁
、
床
下
に
は

約
一
〇
〇
〇
個
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ
、
自

動
制
御
に
よ
っ
て
立
体
的
な
電
子
音
響
の
場
が
生

み
出
さ
れ
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
た
。
ホ
ー
ル
内

部
は
、
一
辺
三
七
ｍ
角
、
天
井
高
一
七
ｍ
、
東
京

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
の
一
・
五
倍
の
容
量
と
な
る
。

そ
し
て
、
い
わ
ば
全
体
が
楽
器
の
よ
う
な
ホ
ー
ル

は
周
囲
に
回
廊
を
め
ぐ
ら
せ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

箱
に
収
納
さ
れ
、
そ
の
外
側
に
Ｈ
型
鋼
の
柱
と
水

平
庇
に
覆
わ
れ
た
天
井
高
約
六
ｍ
の
ガ
ラ
ス
張
り

の
ホ
ワ
イ
エ
が
配
置
さ
れ
、
外
部
テ
ラ
ス
へ
と
続

く
。
設
計
担
当
者
は
、次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
﹁
私
た
ち
は
こ
の
ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
芸
術
家
が

い
か
よ
う
に
も
腕
を
振
え
る
た
め
に
、
建
築
と
し

て
は
無
色
・
無
味
・
無
臭
の
も
の
を
作
る
べ
き
と

考
え
た
。
そ
れ
は
建
物
の
内
外
に
統
一
的
に
い
え

る
こ
と
で
あ
っ
て
、︵
中
略
︶
立
方
体
の
、
な
ん
の

変
哲
も
な
い
形
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
変
哲
の
な

さ
は
、万
博
と
い
う
こ
れ
見
よ
が
し
の
会
場
に
あ
っ

て
は
、
逆
に
む
ず
か
し
い
も
の
と
も
い
え
る
が
、

私
た
ち
は
︵
中
略
︶
会
期
中
よ
り
も
会
期
後
を
目

標
と
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
場
合
、
シ
ョ
ウ
的

建
築
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。﹂

︵﹃
建
築
材
料
﹄
一
九
七
〇
年
二
月
号
︶

　

こ
の
建
物
に
は
祝
祭
に
動
員
さ
れ
る
短
命
の
見

世
物
的
な
建
築
を
越
え
る
存
在
感
が
託
さ
れ
て
い

た
の
だ
。
前
川
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
も
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
洞
窟
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
か
、﹁
ア
ン

チ
オ
キ
ア
の
岩
ク
ツ
の
よ
う
﹂
と
メ
モ
が
残
さ
れ

て
い
る
。
万
博
終
了
か
ら
八
年
、
ホ
ワ
イ
エ
に
金

属
製
の
楽
器
彫
刻
を
制
作
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
言

葉
を
引
い
て
、前
川
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

　
﹁
パ
ッ
シ
ェ
と
い
う
楽
器
の
彫
刻
家
を
お
ま
ね
き

し
て
、︵
中
略
︶
メ
タ
ル
で
音
の
出
る
装
置
を
作
っ

て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
が
、︵
中
略
︶
彼
の
い
っ
た

言
葉
に
、﹁
現
代
は
悲
し
い
時
代
で
あ
る
。
人
は
な

に
か
珍
奇
な
も
の
を
作
ろ
う
と
、
一
生
懸
命
に
な

る
け
れ
ど
も
一
つ
の
も
の
を
よ
り
よ
く
し
て
ゆ
こ

う
と
す
る
努
力
は
な
ん
に
も
し
な
い
﹂と
。︵
中
略
︶

　

建
築
も
、
そ
ん
な
に
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
一
人
の
人
間
と
し
て
建
築
家
が
情
熱
を

傾
け
ら
れ
る
の
は
、
四
〇
年
と
か
五
〇
年
と
か
限

ら
れ
た
期
間
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
猫
の
目
の
よ

う
に
次
か
ら
次
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
は
、
理
解

で
き
な
い
こ
と
で
す
。
日
本
は
食
い
ち
ら
し
の
文

化
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
一
つ
の
も
の

を
徹
底
的
に
、
一
生
か
か
っ
て
追
求
す
る
と
い

う
、持
続
性
の
あ
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
す
。︵
中

略
︶
こ
れ
は
建
築
と
か
、
写
真
に
限
ら
ず
、
文
化

全
体
の
、
い
や
社
会
全
体
の
大
問
題
だ
と
思
う
の

で
す
。﹂︵﹃Com

m
ercial Photo Series 

建
築

写
真
・
表
現
と
技
法
﹄
玄
光
社1978

年
︶

　

外
部
へ
と
開
か
れ
た
広
大
な
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、

若
手
音
楽
家
に
よ
る
電
子
音
楽
演
奏
な
ど
の
試
み

も
始
ま
っ
て
い
る
。
万
博
が
遺
し
た
公
共
施
設
を

ど
う
活
か
す
の
か
。
そ
の
行
方
を
見
守
り
た
い
。

ホワイエを見下ろす

東側からの建物全景

日本万国博覧会鉄鋼館　1970 年
前川國男が手がけた実験劇場の今

記憶の建築
松隈　洋
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

羽
曳
野
市
に
お
け
る
景
観
ま
ち
づ
く
り
と
そ
の
展
望

文　
　

東
儀　

大
樹

１
．
は
じ
め
に

　

大
阪
府
の
南
東
部
に
位
置
す
る
羽
曳
野
市
は
、

南
北
よ
り
は
や
や
東
西
に
横
長
く
市
域
を
広
げ
、

大
阪
市
の
南
玄
関
で
あ
る
天
王
寺
か
ら
近
鉄
南

大
阪
線
を
利
用
し
て
、
一
番
西
側
の
恵
我
ノ
荘

駅
へ
は
一
二
分
程
度
で
、
ま
た
中
央
に
位
置
す

る
古
市
駅
へ
も
二
〇
分
程
度
で
行
き
交
う
こ
と

の
で
き
る
﹁
交
通
至
便
﹂
な
都
市
で
す
。
ま
た
、

金
剛
山
系
の
山
並
み
や
石
川
等
の
豊
か
な
自
然

が
広
が
る
と
と
も
に
歴
史
資
源
に
も
恵
ま
れ
て

お
り
、
体
積
で
は
国
内
第
一
位
の
応
神
天
皇
陵

古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
﹁
古
市
古
墳
群
﹂
や
旧

街
道
等
が
往
時
の
趣
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
﹁
市
街
地
、自
然
、歴
史
・
文
化
﹂

の
三
つ
の
要
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
つ
り
あ
っ
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
で
あ
る
羽
曳
野
市
は
、
平

成
二
六
年
四
月
一
日
、
景
観
法
に
基
づ
く
﹁
景

観
行
政
団
体
﹂
に
移
行
し
ま
し
た
。

２
．
現
在
ま
で
の
景
観
施
策
に
つ
い
て

︵
１
︶
大
阪
府
景
観
計
画

　

羽
曳
野
市
に
お
け
る
景
観
施
策
の
展
開
は
、

移
行
以
前
は
﹁
大
阪
府
景
観
計
画
﹂
に
基
づ

い
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
概
ね
市
の
中
央

を
南
北
に
通
る
大
阪
外
環
状
線
︵
国
道
一
七
〇

号
︶
の
沿
道
か
ら
東
側
が
景
観
計
画
の
区
域
と

さ
れ
、
主
に
大
規
模
な
建
築
物
や
工
作
物
の
建

築
等
行
為
の
際
に
は
事
前
届
出
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

︵
２
︶
羽
曳
野
市
景
観
計
画

　

し
か
し
、
市
西
部
の
ほ
と
ん
ど
は
﹁
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
に
景
観
形
成
方
針
が
示

さ
れ
る
に
留
ま
り
、
景
観
法
に
基
づ
い
た
ル
ー

ル
等
は
と
く
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、

本
市
で
は
さ
ら
な
る
良
好
な
景
観
形
成
等
を
め

ざ
し
て
﹁
羽
曳
野
市
景
観
計
画
﹂
を
平
成
二
六

年
一
〇
月
か
ら
施
行
し
、
区
域
を
市
全
域
に
拡

大
し
ま
し
た
。
但
し
、
大
き
な
混
乱
を
き
た
す

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
﹁
大
阪
府

景
観
計
画
﹂
の
考
え
方
を
踏
襲
す
る
よ
う
努
め

ま
し
た
。

　

く
わ
え
て
、
地
域
に
根
差
し
た
景
観
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
市
の
景
観
計
画
で
は
、
さ
ら
に
踏
み

込
ん
だ
景
観
形
成
を
め
ざ
す
﹁
促
進
区
域
﹂
と

し
て
、
古
市
古
墳
群
の
緩
衝
地
帯
と
、
旧
街
道

の
う
ち
﹁
大
阪
府
景
観
計
画
﹂
に
既
に
位
置
づ

け
の
あ
っ
た
﹁
竹
内
街
道
﹂、﹁
東
高
野
街
道
﹂、

そ
し
て
雄
略
天
皇
陵
古
墳
や
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
吉
村
家
住
宅
等
の
歴
史
・
文
化

資
産
が
近
隣
に
残
る
﹁
長
尾
街
道
﹂
と
そ
れ
ぞ

れ
の
沿
道
に
位
置
づ
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
よ
り
き
め
細
か
な
景
観
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
る
区
域
で
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と

合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
エ
リ
ア
を
と
く
に
﹁
重

点
区
域
﹂
と
し
て
、﹁
竹
内
街
道
﹂
と
そ
の
沿

道
の
う
ち
、
市
東
部
の
﹁
駒
ケ
谷
地
区
﹂
で
と

り
わ
け
歴
史
的
な
ま
ち
な
み
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
範
囲
に
位
置
づ
け
を
行
い
ま
し
た
。

︵
３
︶
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
推
進
を
契
機
と

し
て

　

現
在
、
本
市
は
大
阪
府
、
堺
市
、
藤
井
寺
市

と
と
も
に
﹁
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
﹂
の
世
界

文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
古
墳
資
産
の
顕
著

な
普
遍
的
価
値
の
確
実
な
保
全
を
図
る
た
め
、

周
辺
に
緩
衝
地
帯
を
設
定
し
、﹁
建
築
物
の
高

さ
・
色
や
形
と
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
等
﹂
に

つ
い
て
の
各
制
限
を
平
成
二
八
年
一
月
か
ら
設

け
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、本
市
が
定
め
る﹁
建
築
物
の
高
さ
、色
・

形
﹂
の
制
限
は
、
基
本
的
に
は
新
築
や
増
築
等

と
い
っ
た
﹁
そ
こ
で
新
た
に
何
か
を
行
お
う
と

す
る
﹂
時
に
な
っ
て
か
ら
、
制
限
に
適
合
さ
せ

る
義
務
が
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、﹁
屋
外
広
告
物
の
表
示
等
﹂
に
は

十
分
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
制

度
に
は
、
二
年
ご
と
の
﹁
許
可
﹂
が
必
要
で
、

新
た
な
制
限
へ
の
適
合
義
務
が
い
ち
早
く
生
ま

れ
て
く
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
大
阪
府
が
新
た
に

制
限
を
行
う
場
合
に
は﹁
一
定
の
経
過
措
置
期
間
﹂

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
今
回
も
同
様
の
取
り
扱

い
と
な
る
よ
う
で
す
。
広
告
物
の
是
正
に
は
多

額
の
費
用
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

と
て
も
大
切
な
制
度
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
し
、
現
在
、
許
可
の
手
続
き
が
漏
れ
た

状
態
に
な
っ
て
い
る
広
告
物
に
は
そ
の
措
置
が

適
用
さ
れ
ず
、﹁
違
反
物
件
﹂
と
な
っ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
．
魅
力
あ
る
景
観
〜
旧
街
道
を
軸
と
し
て
〜

︵
１
︶
市
全
体
の
景
観

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
羽
曳
野
市
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
景
観
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
全
て
に
つ
い
て
は
紙
面
の
限
界
も
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
で
は
﹁
旧
街
道
﹂
に
注
目
し

て
み
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
景
観
計
画
の
促
進
区
域
に
定
め

る﹁
竹
内
街
道
﹂、﹁
東
高
野
街
道
﹂、﹁
長
尾
街
道
﹂

に
加
え
て
、﹁
順
礼
街
道
﹂
が
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
歴
史
的
な
背
景
が
あ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
各
々
で
古
く
か
ら
集

落
が
形
成
さ
れ
て
以
降
、こ
れ
ま
で
瓦
葺
の
屋
根
、

漆
喰
・
板
張
の
外
壁
等
の
伝
統
的
様
式
の
建
物
に

よ
っ
て
往
時
の
趣
が
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
旧
街
道
か
ら
は
、
河
川
や
緑
豊
か
な

山
々
、
ブ
ド
ウ
・
イ
チ
ジ
ク
畑
の
ほ
か
田
園
等
の

農
地
景
観
の
広
が
り
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
市
は
大
都
市
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
、
古
く
か
ら
の
集
落
や
、
鉄
道
駅
、
幹
線

道
路
等
を
中
心
に
し
て
市
街
地
を
形
成
、
そ
の
一

部
は
旧
街
道
に
も
重
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
﹁
歴

連
載
第
十
四
回
羽
曳
野
市
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ひ
と
り
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
﹂
と
い
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
良
好
な
景
観
の
保
全
等
の
た
め
、

法
に
基
づ
く
制
限
を
加
え
る
こ
と
は
有
効
な
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
代
ま
で
残

さ
れ
た
自
然
や
歴
史
情
緒
あ
る
建
物
等
に
よ
っ

て
つ
く
り
出
さ
れ
る
景
観
は
、
そ
れ
を
残
そ
う

と
す
る
人
が
い
な
け
れ
ば
、
や
が
て
は
消
え
て

い
っ
て
し
ま
う
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
に
お
い
て
、景
観
ま
ち
づ
く
り
は
、

や
は
り
﹁
制
限
﹂
あ
り
き
で
は
な
く
、
そ
こ
に

暮
ら
す
人
、
も
し
く
は
そ
れ
に
関
わ
る
人
た
ち

と
と
も
に
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く

べ
き
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
大
阪
府
に
よ
っ
て
広
域

的
に
進
め
ら
れ
て
き
た﹁
景
観
ま
ち
づ
く
り
﹂
は
、

現
在
徐
々
に
基
礎
自
治
体
へ
と
そ
の
担
い
手
が

移
り
、ま
た﹁
４
．新
た
な
景
観
づ
く
り
へ
の
展
望
﹂

に
あ
る
よ
う
な
関
係
者
、
自
治
体
間
の
連
携
に

よ
る
取
組
み
も
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

都市とみどりが調和した景観（白鳥陵古墳・促進区域ほか）

史
﹂
と
﹁
市
街
地
﹂
の
要
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
つ

り
あ
っ
た
ま
ち
な
み
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

︵
２
︶
大
規
模
古
墳
と
と
も
に

　

さ
て
、
古
市
古
墳
群
を
構
成
す
る
一
部
の
古

墳
の
周
り
に
も
旧
街
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
応
神
天
皇
陵
古
墳
で
は
東
側
を
﹁
東
高

野
街
道
﹂
が
通
り
、
古
く
か
ら
の
社
寺
等
が
立

ち
並
ん
で
い
て
、
歴
史
的
な
趣
あ
る
景
観
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
峯
ヶ
塚
古
墳
や
白
鳥

陵
古
墳
で
は
そ
の
北
側
を﹁
竹
内
街
道
﹂が
通
っ

て
い
て
、
古
墳
を
覆
う
木
々
や
そ
れ
を
囲
む
濠

の
水
面
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
旧
街
道
の
伝
統

的
な
雰
囲
気
と
と
も
に
豊
か
な
自
然
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

︵
３
︶
駒
ケ
谷
地
区
に
お
け
る
歴
史
的
街
道
景

観
形
成
重
点
区
域

　

ま
た
、
先
述
の
﹁
駒
ケ
谷
地
区
﹂
に
お
け
る
景

観
計
画
の
﹁
重
点
区
域
﹂
に
は
、
瓦
の
灰
色
、
漆

喰
等
の
自
然
素
材
の
外
壁
等
と
い
っ
た
、
伝
統
的

ま
ち
な
み
の
﹁
規
範
﹂
と
な
る
よ
う
な
建
物
が
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
区
域
外
に
は
現
代

的
な
住
宅
も
み
え
ま
す
が
、外
壁
の
上
部
を
白
色
、

腰
壁
部
を
灰
色
と
す
る
等
、
伝
統
的
な
ま
ち
な

み
と
調
和
す
る
よ
う
な
配
慮
が
一
定
み
ら
れ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
屋
根
は
一
階
部
分

に
庇
を
設
け
て
高
さ
が
揃
う
こ
と
に
よ
り
、
周

辺
の
ま
ち
な
み
と
の
連
続
性
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
意
匠
も

伝
統
的
な
様
式
の
事
例
が
多
く
立
ち
並
ん
で
お

り
、
ま
さ
に
伝
統
的
ま
ち
な
み
を
継
承
し
て
い

る
区
域
と
よ
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

な
お
、
こ
ち
ら
の
周
辺
で
は
、﹁
羽
曳
野
市

景
観
計
画
﹂
施
行
前
の
平
成
二
五
年
度
に
大
阪

府
や
地
元
企
業
等
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、
地
元

町
会
の
方
々
に
よ
り
灯
籠
や
案
内
看
板
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
な
雰
囲
気
が
さ
ら
に
醸

し
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
街
道
を
訪
れ
る
人
々

の
重
要
な
道
標
等
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

４
．
新
た
な
景
観
づ
く
り
へ
の
展
望

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
羽
曳
野
市
の
さ
ら
な

る
良
好
な
景
観
形
成
に
向
け
た
新
し
い
展
望

が
、
次
の
よ
う
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
街
道
の
う
ち
で
、﹁
竹
内
街
道
﹂
は
日
本
最

古
の
官
道
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
平
成
二
五
年
に

敷
設
一
四
〇
〇
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
前
年

に
は
大
阪
府
、
奈
良
県
と
関
係
す
る
一
〇
自
治
体

に
よ
っ
て
、﹁
竹
内
街
道
・
横
大
路
～
難
波
か
ら

飛
鳥
へ
日
本
最
古
の
官
道
﹁
大
道
﹂
～
一
四
〇
〇

年
活
性
化
実
行
委
員
会
﹂
が
構
成
さ
れ
、
様
々
な

催
し
が
各
所
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
敷
設
一
四
〇
〇
年
の
メ
モ
リ
ア
ル
を
迎

え
た
後
も
、
同
実
行
委
員
会
で
は
引
き
続
き
相

互
に
連
携
を
し
つ
つ
、
周
辺
地
域
の
魅
力
を
再

発
掘
し
街
道
の
魅
力
を
高
め
て
、
地
域
活
性
化

等
に
繋
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
府
で
は
、﹁
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
景

観
形
成
会
議
﹂
が
本
市
の
ほ
か
参
加
を
申
し
出
た

自
治
体
に
よ
っ
て
発
足
さ
れ
、
そ
の
第
一
回
目

の
会
議
が
平
成
二
七
年
七
月
に
開
催
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
会
議
の
状
況
は
報
道
も
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
ち
ら
は
大
阪
府
内
に
点
在
す
る
自
然
、

歴
史
・
文
化
的
な
魅
力
あ
る
景
色
や
ま
ち
な
み

等
を
、﹁
そ
こ
を
眺
め
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
︵
＝

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
︵
視
点
場
︶︶﹂
と
し
て
捉
え
な

お
し
、
関
係
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
情
報
発

信
等
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

５
．
最
後
に

　
﹁
羽
曳
野
市
景
観
計
画
﹂
に
示
さ
れ
た
景
観

形
成
の
理
念
に
は
、
こ
れ
ま
で
古
市
古
墳
群
等

と
い
っ
た
先
人
た
ち
が
残
し
た
歴
史
・
文
化
を

継
承
し
、
ま
た
豊
か
な
自
然
環
境
を
維
持
し
な

が
ら
、
落
ち
着
い
た
住
環
境
を
も
つ
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
た
本
市
に
あ
っ
て
、
魅
力
あ
る

景
観
と
い
う
の
は
、﹁
ま
さ
に
市
民
の
方
一
人

東
儀
　
大
樹 （
と
う
ぎ 

た
い
き
）

　

羽
曳
野
市
都
市
開
発
部
都
市
計
画
課　

主
幹

一
九
八
〇
年  

兵
庫
県
西
宮
市
生
ま
れ

二
〇
〇
八
年  

関
西
大
学
大
学
院　

文
学
研
究
科
史
学
専
攻

 

博
士
課
程
前
期
課
程
修
了

二
〇
〇
八
年 

羽
曳
野
市
入
庁

二
〇
一
四
年 

４
月
よ
り
現
職

羽曳野市

竹内街道沿いの景観（駒ケ谷・重点区域）
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Gallery 建築作品紹介 クラッシィタワー南船場 設計：IAO 竹田設計
施工：鹿島建設

「船場」は太閤秀吉が大阪城築城時に町割り整備され、商業の起点として
の船着き場に由来する。江戸時代は天下の台所として、近代にかけては
繊維などの産業や商業で常に大阪の中心として発展した。時代の流れで
今は集合住宅として歴史が始まった。外観は、柱・梁の構造美をそのま
ま表現し、歴史的建物をモチーフとして基調をレンガ色とし、馴染みの
ある落ち着いたファサードとしている。平面計画は 1 フロア 6 戸が基準
階のコンパクトな形態として建物周囲に空地を設け、住環境の向上とパ
ブリック空間の創出を意図している。公開された空地は、レンガ色タイ
ルの列柱や植栽で心地の良い歩道空間としている。（高野博彰・三木佑亮）

所 在 地：大阪市中央区
用　　途：共同住宅（分譲）
竣　　工：2015.07
構造規模：HRC造  地上 
　　　　　30階地下1階
敷地面積：1,336.64㎡
建築面積：646.25㎡
延床面積：15,788.53㎡
写　　真：SS 大阪
　　　　　津田裕之
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Gallery 建築作品紹介 スプランディッド新大阪（レジディア新大阪） 設計・監理：信和建設 一級建築士事務所
施工：信和建設

2 棟の住棟を向かい合わせ EV ﾎｰﾙでつないだ左右・表裏ほぼシンメトリ
の形状で、外壁は薄い茶系色を基調とした。また、奥行きが約 15 ｍあ
るアプローチ、そしてエントランスはアジアのリゾートホテルをイメー
ジし、落ち着いた空間に仕上げた。2 階から 5 階は床下に高さ 60cm の
空間を生み出す「ルネス工法」を採用。ルネス工法では、全面ニ重床で
階下への遮音性が向上し、床下に抜群の収納空間を確保できる。さらに、
床下 60cm の空間は、配管・配線を床下に露出した状態で収め、点検や
修繕の際に人が潜り込んで作業することを可能にするため、将来の設備
修繕費を安くし、水廻りを含めたリフォームを容易にする。

建 築 主：信和不動産
　　　　　株式会社
所 在 地：大阪市淀川区
用　　途：共同住宅
竣　　工：2014.02
構造規模：RC造
　　　　　地上14階建
敷地面積：1,308.86㎡
建築面積：607.73㎡
延床面積：7,682.09㎡
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Gallery 建築作品紹介 嵐山かづら野 外装デザイン：HTA デザイン事務所　内装デザイン：エムズデザインオフィス
施工：サンヨーホーム

嵐山渡月橋の北詰にある店舗の改修プロジェクトである。
5 寸角の桧で組まれた格子状の特徴的な外観は、「日本建築の木組みに
よるダイナミズム」を表現し、自然素材の力と一体となって遠景、中景
からの視認性を確保している。
また、木組みの中の縦格子や木の化粧垂木によって、近景として「繊細
さと木の温かさ」を感じるデザインとした。
嵐山の豊かな自然景観と調和しながら、店舗としての視認性と集客力を
向上させる外装デザインを行った。

（髙原浩之・鍵井拓真・Hugo Fromell HTA デザイン事務所）

建 築 主：ケービー・エン
タープライズ

所 在 地：京都市右京区
用　　途：店舗
竣　　工：2015.08
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
31
回

京都工芸繊維大学 KYOTO Design Lab の活動について

小野　芳朗
京都大学大学院工学研究科修士課程修了。博士（工学）。京都大学講師、岡山大学教授を経て、京都工芸繊維大学教授。副学長。KYOTO 
Design Lab ラボラトリー長。専門は都市史、水環境学。著書に「調と都市―能の物語と近代化」（臨川書店）、「水系都市京都―水インフラと
都市拡張」（思文閣出版）など。KYOTO Design Lab 公式ウェブサイト＝ http：//www.d-lab.kit.ac.jp

昨春に発足した京都工芸繊維大学 KYOTO Design Lab は、さまざまな海外の大学・機関との共同研究を
通じて、世界で活躍する建築家・研究者を京都に招き、活発な活動を展開中です。その設立の理念と最新
の活動内容を、ラボラトリー長である小野芳朗さんにご紹介いただきました。

要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。
間
口
三
間
で
奥
行
き
の

深
い
構
造
と
木
造
、
そ
し
て
格
子
の
連
な
る
都

市
景
観
の
形
成
、
さ
ら
に
祇
園
祭
の
山
鉾
や
地

蔵
盆
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を
象
徴

す
る
町
屋
の
並
び
は
ま
さ
に
ザ
・
京
都
で
あ

る
。
Ｈ
Ｆ
Ｔ
は
こ
れ
を
単
に
物
理
的
な
再
生

の
提
案
を
す
る
の
で
は
な
く
、
異
な
る
専
門

分
野
の
研
究
者
︵
環
境
、
材
料
、
構
造
、
設

計
、
イ
ン
テ
リ
ア
︶
が
未
来
の
町
家
存
続
に
向

け
て
﹁
住
み
こ
な
す
﹂
提
案
を
本
学
学
生
と

ド
イ
ツ
人
学
生
の
混
成
チ
ー
ム
で
実
施
し
た
。

食
や
環
境
を
基
点
に
都
市
を
読
み
解
く

　

ま

た

ス

イ

ス

連
邦
工
科
大
学

︵Eidgenössische T
echnische H

ochschule 
= 

Ｅ
Ｔ
Ｈ
︶
と
の
関
係
を
重
視
し
、
二
〇
一
五

年
二
月
か
ら
今
ま
で
計
六
ユ
ニ
ッ
ト
を
招
聘
し

た
。
三
月
に
は
素
材
と
構
造
の
革
新
的
な
表
現

で
世
界
の
注
目
を
集
め
る
建
築
家
ジ
ャ
ッ
ク
・

ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
氏
が
学
生
と
と
も
に
ト
ー
ク
す

る
形
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
、
一
一
〇
〇
人
の

聴
衆
が
集
ま
っ
た
。

　

六
月
に
は
Ｅ
Ｔ
Ｈ
ス
タ
ジ
オ
バ
ー
ゼ
ル
か

ら
﹁
食
が
形
作
る
都
市
﹂
の
テ
ー
マ
で
二
人
の

建
築
家
を
招
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

た
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
世
界
規
模
で
﹁
食
×
都

市
﹂
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
京
都

で
消
費
さ
れ
る
京
野
菜
は
、
鴨
川
水
系
の
水
で

生
産
さ
れ
、
京
都
市
中
央
卸
売
市
場
を
経
て
、

小
売
業
に
流
さ
れ
る
。
こ
れ
を
市
民
や
料
理
店

が
買
っ
て
調
理
さ
れ
、
食
卓
に
の
ぼ
り
、
一
部

は
廃
棄
物
と
な
る
。
こ
の
食
材
を
軸
に
し
た
都

市
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
注
目
し
、
卸
売
市
場

と
京
の
台
所
﹁
錦
市
場
﹂
を
舞
台
に
共
同
研
究

を
行
う
意
欲
的
な
試
み
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
先
駆
け
て
、
京

都
の
地
理
、
気
候
、
水
、
廃
棄
物
、
京
料
理
な

ど
の
一
般
情
報
を
集
め
ア
ト
ラ
ス
と
し
て
ま
と

建
築
・
デ
ザ
イ
ン
を
軸
に
社
会
改
革

を
め
ざ
す

　

国
立
大
学
法
人
京
都
工
芸
繊
維
大
学
は
、

二
〇
一
四
年
三
月
に
文
部
科
学
省
の
国
立
大

学
機
能
強
化
事
業
の
支
援
を
受
け
て
、
大
学

院
建
築
学
・
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻
を
ベ
ー
ス
に

K
Y

O
T

O
 D

esign Lab

︵D
-lab

︶を
設
立
し
た
。

﹁
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
革
新
﹂、
そ
の
実
験
場
と

言
っ
て
も
よ
い
。
目
下
の
課
題
は
、
人
口
減
少

に
よ
っ
て
縮
小
・
老
朽
化
す
る
都
市
の
再
生
と
、

超
高
齢
化
社
会
の
中
で
の
人
間
性
の
回
復
で
あ

る
。
そ
の
課
題
を
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
に
よ
る
社

会
問
題
の
解
決
︵Project-based Learning

︶

と
い
う
形
で
提
起
・
試
行
し
て
い
る
。

　

D
-lab

は
大
学
の
シ
ス
テ
ム
を
改
革
す
る
側

面
も
有
し
て
い
る
。
従
来
蛸
壺
様
で
閉
鎖
的
な

大
学
研
究
組
織
に
横
串
を
刺
す
た
め
に
、
デ
ザ

イ
ン
と
工
学
の
横
断
的
リ
サ
ー
チ
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
世
界

的
に
知
ら
れ
た
文
化
都
市
・
京
都
に
在
る
と
い

う
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活
か
し
て
、
海
外
の
建

築
・
デ
ザ
イ
ン
の
有
数
校
と
交
流
す
る
こ
と

に
よ
り
、
教
員
、
学
生
、
ス
タ
ッ
フ
の
力
量

を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

D
-lab

効
果
は
大
学
院
入
試
志
望
者
数
に
如
実

に
反
映
さ
れ
始
め
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
入
学

の
建
築
学
専
攻
の
大
学
院
入
試
で
は
、
他
大
学

か
ら
の
志
望
者
が
前
年
比
で
倍
増
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
地
方
国
立
大
学
と
い
う
い
さ
さ

か
地
味
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
皮
し
、
国
内
や
世

界
に
発
見
さ
れ
る
べ
く
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
る
。D

-lad

の
ロ
ゴ
は
、京
都
の
﹁
見

え
る
格
子
﹂
で
あ
る
東
西
南
北
の
通
り
と
、﹁
見

え
な
い
格
子
﹂
で
あ
る
両
側
町
の
町
境
を
モ

チ
ー
フ
に
若
手
構
成
員
で
つ
く
り
あ
げ
た
。
都

市
の
構
造
を
意
識
し
た
、
京
都
か
ら
の
発
信
を

表
す
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。

　

従
来
、
本
学
建
築
学
科
で
は
、
一
級
建
築
士

試
験
の
合
格
者
数
が
国
公
立
大
学
で
は
全
国
一

位
と
い
う
実
績
を
誇
っ
て
き
た
。
ま
た
、
村
野

藤
吾
資
料
の
収
集
と
整
理
・
発
信
で
も
知
ら
れ

て
お
り
、
実
務
と
研
究
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

教
育
機
関
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
今
後
は

大
学
院
再
編
︵
二
〇
一
四
︶
に
続
き
、D

-lab

の
設
立
に
よ
る
海
外
大
学
の
教
育
方
法
の
導

入
︵
二
〇
一
五
︶
と
、
ク
ォ
ー
タ
ー
制
の
導
入

︵
二
〇
一
六
︶
を
実
施
す
る
。
す
な
わ
ち
、
よ

り
実
習
や
リ
サ
ー
チ
を
重
視
す
る
教
育
シ
ス
テ

ム
へ
と
傾
斜
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
即
戦
力
の

人
材
を
要
請
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

「
再
生
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な

共
同
研
究
を
推
進

　

D
-lab

は
二
〇
一
四
年
度
に
一
五
か
国
、

三
〇
も
の
大
学
や
機
関
か
ら
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
を

招
聘
し
た
。
こ
の
う
ち
建
築
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
。

　

お
よ
そ
建
築
と
は
そ
の
構
造
物
の
み
で
成
り

立
つ
も
の
で
は
な
い
。
水
や
大
気
、
土
壌
な
ど

環
境
と
の
調
和
、
都
市
に
お
け
る
文
脈
︵
コ
ン

テ
ク
ス
ト
︶
を
理
解
し
て
成
立
す
る
一
種
の
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。D

-lab

の
テ
ー
マ
の
﹁
再
生
﹂

に
は
、
都
市
の
文
脈
を
知
る
た
め
の
歴
史
的
検

証
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
害
関
係
の
調
整
、

都
市
空
間
を
創
造
す
る
要
素
と
し
て
の
デ
ザ
イ

ン
性
、
地
球
温
暖
化
や
マ
テ
リ
ア
ル
の
再
生
を

視
野
に
入
れ
た
仕
様
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が

満
載
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
四
年
秋
に
は
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ツ
ッ

ト
ガ
ル
ト
工
科
大
学
︵H

ochschule für 
T

echnik Stuttgart = 

Ｈ
Ｆ
Ｔ
︶
か
ら
八
週

間
に
亘
り
、
計
八
人
の
建
築
学
教
授
が
来
学
し

た
。
テ
ー
マ
は
﹁
中
庭
の
あ
る
家
﹂、
京
町
家

の
再
生
で
あ
る
。
町
家
に
関
心
を
寄
せ
る
海
外

研
究
者
は
数
多
い
が
、
そ
れ
は
格
子
状
の
都
市

構
造
と
と
も
に
、
京
都
を
表
現
す
る
代
表
的
な
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Ｅ
Ｔ
Ｈ
か
ら
の
来
学
は
七
月
の
祇
園
祭
に
あ

わ
せ
て
来
日
し
た
ア
ネ
ッ
ト
・
ギ
ゴ
ン
氏
と
マ

イ
ク
・
ゴ
ヤ
ー
氏
を
も
っ
て
夏
休
み
に
入
っ
た

が
、
秋
に
な
る
と
い
よ
い
よ
﹁
食
が
形
作
る
都

市
﹂
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
作
業

が
始
ま
り
、
ま
た
庭
の
映
像
と
音
を
も
と
に
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
設
計
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
出
版
に
加
え
、D

-lab

が

東
京
に
有
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
秋
葉
原
の
ア
ー

ツ
千
代
田3331

の
二
階
︶
で
も
展
示
、
公
開

を
予
定
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
バ
ー
ゼ
ル
の

V
itra

展
示
場
で
の
展
覧
会
の
開
催
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。

れ
も
本
学
の
建
築
学
と
デ
ザ
イ
ン
学
の
学
生
が

参
加
し
た
が
、
日
本
の
建
築
学
教
育
と
全
く
雰

囲
気
の
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
強
く
刺
激
を
受

け
た
よ
う
だ
。

都
市
の
文
脈
を
探
る
試
み

　

Ｅ
Ｔ
Ｈ
の
二
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
何
を
し
て
い

た
の
か
。
そ
れ
は
都
市
の
文
脈
を
探
し
に
き
て

い
た
と
私
は
考
え
て
い
る
。
京
都
と
い
う
都
市

の
文
脈
を
理
解
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
、
そ
れ
が

食
で
あ
り
、
音
で
あ
る
。
文
脈
を
理
解
す
る
こ

と
は
、
建
築
的
な
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
生
か
す
こ

と
は
も
と
よ
り
、
た
と
え
ば
京
料
理
や
京
菓
子

を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
企
画
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
京
都
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
世
界
に

発
信
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
都
市
の
構
造

や
文
脈
の
研
究
が
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
付
加
し
た

ク
ー
ル
な
京
都
の
発
信
と
い
う
、
一
種
の
起
業

を
促
す
事
業
開
発
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
る
。

め
あ
げ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
錦
市
場

の
組
合
の
協
力
を
得
て
、
野
菜
、
豆
腐
、
魚
、

乾
物
、
湯
葉
、
仕
出
し
屋
に
対
し
て
事
前
調
査

を
実
施
し
た
。
卸
売
市
場
の
現
地
調
査
と
錦
市

場
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ
て
、
食
材
の
流

れ
を
把
握
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
毎
日
作
成
し
て

は
、
Ｅ
Ｔ
Ｈ
ユ
ニ
ッ
ト
に
夕
方
批
評
を
受
け
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
一
週
間
繰
り
返
し
た
の
で

あ
る
。
彼
ら
は
Ｅ
Ｔ
Ｈ
流
の
ま
と
め
方
を
事
細

か
く
学
生
に
指
導
し
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
と
な
っ
た
。

　

ま
た
同
月
に
は
Ｅ
Ｔ
Ｈ
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
校
の

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
室
が
来
学
し
た
。
彼
ら

は
さ
ま
ざ
ま
な
景
観
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
採

取
し
て
お
り
、京
都
で
は
、町
家
の
庭
、喫
茶﹁
虎

屋
﹂の
庭
、そ
し
て
詩
仙
堂
の
庭
で
３
Ｄ
ス
キ
ャ

ナ
ー
と
サ
ウ
ン
ド
レ
コ
ー
ダ
ー
で
記
録
し
た
。

折
か
ら
の
梅
雨
時
、
庭
の
土
に
下し

た

し
る
し
め
や

か
な
雨
音
を
採
取
し
、
雨
が
上
が
る
と
梢
に
啼

く
鳥
の
声
を
十
日
間
に
亘
り
記
録
し
た
。
い
ず

英国王立芸術学院との介護をテーマにしたデザインワークショップの様子

ジャック・ヘルツォーク氏講演会（写真：瀧本加奈子）

錦市場での調査（写真：瀧本加奈子）

詩仙堂でのサウンドスキャン（写真：高野友実）
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

九
月
十
六
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
二
名
、監
事
二
名
、名
誉
会
長
他
五
名

︵
１
︶
会
計
報
告
に
つ
い
て

八
月
計
の
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
六
、〇
三
四
、

六
九
二
円
、
支
出
一
〇
、一
三
六
、二
七
一
円
、
差

引
△
四
、一
〇
一
、五
七
九
円
で
あ
り
、
本
年
度
累

計
の
収
支
差
引
は
三
五
、八
八
七
、五
七
七
円
を
報

告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
２
︶
既
存
木
造
建
築
物
の
耐
震
診
断
等
に
関
す

る
耐
震
部
会
運
営
規
程
︵
案
︶
に
つ
い
て

運
営
規
程
で
は
、耐
震
部
会
を
運
営
す
る
本
会
と
耐

震
診
断
を
は
じ
め
と
す
る
耐
震
業
務
を
実
行
す
る
部

会
委
員
と
の
責
任
関
係
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。基
本
的
に
は
、部
会
委
員
が
行
っ
た
耐
震
業

務
内
容
を
耐
震
部
会
に
報
告
し
て
監
修
を
受
け
る
と

い
う
方
針
を
踏
ま
え
て
条
文
を
整
え
る
こ
と
と
し
た
。

︵
３
︶
本
会
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
つ
い
て

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
よ
り
﹃
建
築
か
ら
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
～
多
様
な
人
材
と
絆
で
社
会

に
貢
献
～
﹄
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
本
会
の
認
知

度
を
高
め
る
と
と
も
に
事
業
活
性
化
と
会
員
増
強

を
図
る
こ
と
を
中
長
期
的
な
目
的
と
し
た
答
申
書

を
提
出
し
て
承
認
さ
れ
た
。

︵
４
︶
大
阪
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
準
備
に
つ
い
て

来
年
一
月
を
応
募
期
間
と
し
て
実
施
す
る
。
今
回

よ
り
応
募
料
を
会
員
二
万
円
、
会
員
外
四
万
円
に

改
定
す
る
。

︵
５
︶
監
理
技
術
者
講
習
に
つ
い
て

建
設
業
法
に
基
づ
く
法
定
講
習
で
、
連
合
会
が
登
録

講
習
機
関
と
し
て
国
交
省
か
ら
承
認
を
受
け
、
本

会
が
講
習
運
営
を
行
う
も
の
で
、
建
築
に
特
化
し

た
内
容
を
特
長
と
し
て
い
る
。
受
講
料
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申

込
で
九
五
〇
〇
円
、一
〇
月
か
ら
案
内
を
開
始
す
る
。

　
　
編
集
後
記

牧
野
隆
義

　

現
在
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
会
場

で
あ
る
新
国
立
競
技
場
の
再
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
一
般
に
大
き
く
報

道
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
分
か
り
や
す
く
納
得

で
き
る
進
め
方
と
は
言
い
難
い
。
同
じ
く
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
エ
ン
ブ
レ
ム
に
つ
い
て
も
再
選
考
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
誰
の
た
め
、
何
の

た
め
に
つ
く
る
の
か
し
っ
か
り
考
え
て
頂
き
た
い
。

　

日
本
建
築
士
会
連
合
会
か
ら
新
国
立
競
技
場
に

お
け
る
﹁
木
造
の
屋
根
架
構
に
向
け
た
提
言
﹂
が

担
当
大
臣
へ
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
由
な
批

判
・
批
評
も
大
事
で
す
が
、
冷
静
に
考
え
て
本
当

に
必
要
な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
痛

感
し
ま
す
。

　

私
は
個
人
的
に
槇
文
彦
先
生
の
作
品
が
大
好
き

で
、
ス
パ
イ
ラ
ル
や
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
に
度
々

訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
ス
パ
イ
ラ
ル
が
三
〇

周
年
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
時
の
経
過

を
感
じ
さ
せ
な
い
建
物
と
空
間
の
魅
力
に
未
だ
圧

倒
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
槇
総
合
計
画
事
務
所
が
創

立
五
〇
周
年
を
迎
え
、
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
で
展

覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
変
わ
り
ゆ
く
東
京
と
、
変
わ
ら
な
い
世
界
基
準

の
﹁
ホ
ン
マ
も
ん
﹂。
是
非
、
み
な
さ
ま
に
も
体

感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　

建
築
相
談

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
三
十
︶

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

電
話
相
談
で
は
ほ
と
ん
ど
が
具
体
的
な
状
況
が
見
え

ず
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。リ
フ
ォ
ー
ム
に
ま
つ
わ
る
相
談

は
特
に
前
後
の
関
係
が
見
え
ず
に
よ
り
わ
か
り
に
く
く
な

り
ま
す
。電
話
相
談
を
相
談
員
の
清
住
武
彦
さ
ん
に
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
の
に
雨
漏
れ

　

女
性
か
ら
の
相
談
で
す
。施
工
者
に
セ
メ
ン
ト
瓦
の
塗

装
工
事
を
し
て
も
ら
っ
た
。足
場
を
解
体
し
て
か
ら
雨
が

ふ
り
、漏
水
し
て
い
る
事
が
判
明
し
調
べ
て
見
る
と
瓦
が

何
枚
か
割
れ
て
い
る
事
が
分
か
っ
た
。塗
装
前
に
は
漏
水
な

ど
無
か
っ
た
。施
工
者
に
伝
え
て
も
手
直
し
を
し
て
く
れ

ず
、ど
う
し
た
ら
良
い
か
？
と
の
相
談
。

　
こ
れ
は
明
ら
か
に
施
工
者
が
す
る
べ
き
事
を
し
な
か
っ
た

事
が
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
で
す
。施
工
前
に
施
工
者
が
現
状

写
真
と
完
成
後
写
真
を
撮
り
、施
主
に
で
き
あ
が
り
状

態
の
検
査
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
、初
歩
的
な
手
順
を
踏

め
ば
こ
ん
な
問
題
は
起
き
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。足
場
解

体
前
に
何
を
点
検
す
れ
ば
良
い
か
基
本
的
な
事
が
出
来

て
い
ま
せ
ん
。

リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
い
る
の
か
不
安

　

女
性
か
ら
の
相
談
。現
在
、木
造
二
階
の一
戸
建
の
外
壁

の
塗
り
替
え
工
事
を
し
て
い
る
が
、職
人
が
何
時
来
て
何

時
に
帰
っ
た
か
、又
今
日
は
ど
ん
な
作
業
し
て
い
る
か
さ
っ
ぱ

り
解
ら
な
い
、ど
ん
な
所
を
見
て
い
た
ら
良
い
か
、と
い
う

相
談
。

　

こ
れ
は
施
工
者
の
職
人
に
対
す
る
教
育
不
足
の
典
型

的
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。朝
、現
場
に
着
い
た
ら
施
主

に
今
日
は
何
人
で
こ
う
い
っ
た
作
業
を
し
ま
す
と
説
明
し
、

帰
る
時
も
報
告
す
る
。こ
ん
な
事
は
住
な
が
ら
行
う
リ

フ
ォ
ー
ム
で
行
う
べ
き
や
り
と
り
だ
と
思
い
ま
す
。相
談

者
に
は
、毎
日
の
作
業
員
の
数
を
把
握
し
て
記
録
し
て
お

く
事
、時
々
使
用
材
料
が
見
積
書
の
仕
様
書
と
一
致
し
て

い
る
か
確
認
す
る
事
、現
場
の
整
理
整
頓
や
養
生︵
塗
装

材
の
飛
散
防
止
︶を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
か
見
る
事
、等
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。普
通
の
施
工
者
な
ら
当
然
行
っ
て
い

る
事
で
す
。

原
因
が
わ
か
ら
ず
に
放
棄
さ
れ
た

　

男
性
か
ら
施
工
者
に
関
す
る
相
談
。外
壁
の
漏
水
の
改

修
工
事
を
施
工
者
に
頼
ん
だ
。壁
を
め
く
っ
た
も
の
の
、漏

水
原
因
が
解
ら
ず
に
工
事
を
途
中
で
止
め
て
し
ま
っ
た
。

着
手
金
は
支
払
っ
て
い
た
。

　

ど
ん
な
理
由
に
せ
よ
工
事
を
途
中
で
投
げ
出
す
な
ど

と
ん
で
も
な
い
事
で
す
。こ
ち
ら
は
工
事
紛
争
解
決
機
関

を
活
用
す
る
よ
う
勧
め
ま
し
た
。や
は
り
施
工
者
の
技
術

不
足
が一番
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル
に
共
通
す
る
こ
と

　

紛
争
に
な
る
と
契
約
書
の
内
容
、見
積
書
の
内
容
な
ど

が
重
要
に
な
り
ま
す
。数
量
、単
価
等
が
明
確
に
な
っ
て
い

る
か
、や
り
と
り
が
書
面
で
残
っ
て
い
る
か
が
大
切
で
す
。ま

た
、こ
れ
ら
の
事
例
に
共
通
す
る
の
は
、リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
施

工
者
の
選
定
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。い
ず
れ
も
工
事

施
工
者
と
し
て
施
工
能
力
に
欠
け
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た

施
工
者
を
選
ば
な
い
よ
う
に
す
る
事
が
大
切
で
す
。し
っ
か

り
し
た
会
社
組
織
を
も
ち
技
術
者︵
建
築
士
等
︶が
在
籍

し
、現
場
で
何
か
問
題
点
が
発
生
し
た
ら
会
社
と
し
て
対

応
す
る
。小
規
模
の
会
社
で
も
最
低
限
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
ま
つ
わ
る
相
談
件
数
は
、電
話
相
談

の
中
で
も
常
に
上
位
に
入
り
ま
す
。新
築
は
、瑕
疵
担
保

保
険
や
建
設
業
法
な
ど
の
縛
り
が
多
く
、ま
た
発
注
者

も
慎
重
に
施
工
者
を
選
定
す
る
た
め
、施
工
者
の
能
力
不

足
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
少
な
い
で
す
。一
方
で
、リ
フ
ォ
ー
ム

は
額
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
り
、比
較
的
安
易
に
施
工
者
を

選
定
し
が
ち
で
す
。消
費
者
に
適
切
な
施
工
者
選
定
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
、建
築
士
や
建
築
士
会
が
で
き
る
事
は

多
く
あ
り
そ
う
で
す
。

スパイラル
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風の子保育園　井上久実設計室

　園児達にとって、保育園は第 2 の住まいです。一日の大
半を過ごすこの園内のどこにいても、伸び伸びと走り回り、
五感が刺激される遊びのある空間を目指しました。
　この保育園は都市型の狭小保育園です。東淀川区の待機
児童を 0 にするために 120 人収容する必要があり、L 型の
変形敷地に目一杯建てて 4 階建てとなりました。
　また、建物を近接した隣家に背を向けるように配置し、
敢えて道路に面する北側に園庭を作り、子供の声が道路に
抜けるようにしました。
　これらの敷地の条件により、園庭が地上と屋上に 2 分さ
れたり、諸室が上下の階に分散しましたが、その代わり園
児が移動するというアクティビティが生まれました。遊び
の種類や目的ごとに園児が施設を移動し、4 階建てという
距離感が逆に建物の魅力になりました。
　保育室の外側の廊下に広がりを持たせる事で、保育エリ
アを拡張させ、更にはガラス張りの階段までその領域を広
げています。三層吹抜けの光庭を囲む外廊下や階段はルー
プ状に配され、園児達が保育室を飛び出し元気に走り回る
様が、施設全体に微笑ましい活気を与えています。

撮影：冨田英次　第7回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
井上久実（いのうえくみ）
1967年 奈良県生まれ
1990年 大阪市立大学生活科学部
　　　  住居学科卒業
1990年 大林組建築設計部
2000年 井上久実設計室設立
2009年 第1回建築人賞受賞
　　　 （加美の山荘）

■建物データ
設　　計：井上久実設計室
施　　工：日本建設株式会社
所 在 地：大阪市東淀川区
用　　途：保育園
竣　　工：2013.10
構造規模：RC造4階建て
敷地面積：893.93㎡
建築面積：481.75㎡
延床面積：1444.37㎡




